
第四次千曲市地域福祉計画（案）について

１.計画策定の主旨 ～地域共生社会を目指して～

令和8年7月24日 健康福祉部福祉課

高齢化の進展や多様な生活ニーズの変化する中で、市民が互いに支え合う「地域
共生社会」の実現を目指します。

そのために、市民や関係機関と連携し、地域の福祉課題を解決しながら、安全で
安心して暮らせる環境づくりの指針として策定します。

３.計画期間

社会福祉法第107条に基づく市町村地域福祉計画であり、千曲市総合計画を上位計
画とする保健福祉分野での行政計画です。

本市における福祉課題を踏まえ、市民と関係機関等との共同によって地域福祉を
推進するため、地域福祉のあり方や取り組み、役割分担などを定めるものです。

２.計画の位置づけ

令和９（2027）年度～１３（2032）年度の５か年計画

４．千曲市の状況
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2025年において、3人に1人は高齢者となっています。その後、高齢者人口は横ば
いとなる見込みですが、64歳以下人口が減少していくため、高齢化率は今後さらに高
くなっていくと予測されています。
また、要介護・要支援の認定者数も増加傾向にあります。
障がいについては、身体障害者手帳所持者数は横ばいですが、療育手帳所持者数と
精神障害者保健福祉手帳所持者数は増加傾向にあります。

出典：高齢福祉課
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５.地域共生社会の実現に向けて

少子高齢化や人口減少、地域のつながりの希薄化など、地域を取り巻く環境は大
きく変化しています。また、高齢者、障がい者、子育て世帯、生活困窮者など、市
民が抱える課題は複雑化・多様化しています。

こうした課題に対応するため、支える側と受ける側に分かれるのではなく、あら
ゆる市民が役割を持ち、自分らしく活躍できるコミュニティを育成し、福祉等地域
の公的サービスと協働して支え合いながら暮らすことができる、自助、互助、共
助、公助それぞれが機能する地域を構築することが求められます。

自助

互助共助

公助

自分自身で行うこと
・健康維持、
フレイル予防

・福祉、防犯等の
意識向上 など

社会保険のような
制度化された相互
扶助

公的機関による
各種福祉等のサービス

地域の人たちが協力
すること
・見守り
・助け合い活動

など

自助・互助・共助・公助とは

出典：厚生労働省
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６.市の関連計画との関係

千曲市総合計画

＜保健・福祉分野の計画＞
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＜その他関連計画＞

千曲市地域福祉活動計画
（千曲市社会福祉協議会）
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地域福祉計画と共通する事項
○地域福祉の考え方、推進の方向性、共通目的の設定
○地域の実態・課題の明確化、共有化
○関係団体のネットワークづくり

千曲市地域福祉計画

連

携

社会福祉法第109条に基づく計画であり、地域住
民が直面する生活課題を解決するための実践的な
計画。
・地区社会福祉協議会をはじめとする住民組織、
地域住民の地域福祉活動の地域福祉活動推進の
ための自発的な行動計画

・地域福祉活動への住民参加の拡充を目指す計画
・地域の課題に応じた住民の創意による具体的な
活動の展開を盛り込む

・実践の中から課題を積み上げ、行政等に提言す
る
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７.計画の基本理念と目標

支え合い、関わり合い、尊重し合い、
しあわせ・ゆたかさの実感できるまち

○基本理念

○基本目標

基本目標1
一人ひとりの思いを受け止め、

ともに支え合う人づくり

基本目標２
社会からの孤立を防ぐ
ための体制づくり

基本目標３
その人らしく安心して
暮らせる地域づくり

○推進主体
市民

事業者

団体等

学校等社協

市

個人・家族・隣組・
区（自治会）

法人、民間団体、
ボランティア組織など

小中学校、幼稚園、保育
園などの教育・保育施設

基本
理念

支
え
合
い
、
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わ
り
合
い
、
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、

し
あ
わ
せ
・
ゆ
た
か
さ
の
実
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で
き
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１
一人ひとりの思いを
受け止め、ともに支
え合う人づくり

２
社会からの孤立を防
ぐ体制づくり

３
その人らしく安心し
て暮らせる地域づく
り

1-1
個性や多様性を認め合う
意識の向上

1-2 地域福祉の担い手づくり

2-1 相談支援体制の強化

2-2
地域における見守り活動の
充実

2-3
心身の健康づくり意識の醸
成と主体的な取組みの促進

2-4
生きがい・居場所づくりの
推進と社会参加の促進

2-5 再犯防止施策の推進

基本目標 推進施策

3-1
個人に寄り添った福祉
サービスの提供

3-2 権利擁護の推進

3-3
安心・安全で暮らせる環
境の整備

○計画体系
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策定委員会 事務局その他

7月 第１回策定委員会（7/24）
計画素案作成

8月

9月

10月

11月 第２回策定委員会（11/27）

12月
議会報告
パブリックコメント

1月
パブコメを反映した計画案作成

2月 第３回策定委員会（2/8）

3月 議会報告

4月 公表

計画趣旨説明等

素案内容検討

最終決定

幹事会
庁内意見聴取

など

８.策定スケジュール（予定）
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